
明
が
必
要
な
た
め
、
本
人
が
そ

の
寝
方
が
交
通
の
妨
害
と
な
る

こ
と
を
認
識
し
た
上
で
寝
た
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

場
合
当
て
は
ま
ら
な
く
、
自
宅

だ
と
勘
違
い
し
て
寝
た
場
合
な

ど
は
、
罪
に
問
え
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

石
垣
市
で
路
上
寝
込
み
防
止

宣
言
や
路
上
寝
防
止
対
策
及
び

適
正
飲
酒
に
関
す
る
要
請
決
議

等
が
、
平
成
17
年
、
平
成
26
年
、

平
成
30
年
と
３
回
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
状
況
は
全
く
変

わ
っ
て
お
ら
ず
警
察
官
を
含
め

多
く
の
関
係
者
が
罰
則
の
つ
い

た
条
例
が
必
要
だ
と
い
う
意
見

が
出
て
い
ま
す
が
、
条
例
で
は

罰
則
を
設
け
る
こ
と
が
難
し

く
、
罰
則
の
な
い
条
例
で
さ
え
、

他
自
治
体
は
制
定
が
難
し
い
と

い
う
事
で
、
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
路
上
に
寝
る
行

為
そ
の
も
の
に
対
し
て
罰
則
を

科
せ
る
よ
う
に
す
る
抜
本
的
な

法
律
の
改
正
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣

　

警
察
庁
長
官
、

　

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

新
石
垣
空
港（
南
ぬ
島

石
垣
空
港
）駐
車
場
へ

の
無
料
駐
車
時
間
設
定

に
関
す
る
意
見
書

新
石
垣
空
港（
南
ぬ
島

石
垣
空
港
）駐
車
場
へ

の
無
料
駐
車
時
間
設
定

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者　

長
山　

家
康

　

要
旨

　

県
内
各
空
港
に
は
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料
と

な
っ
て
い
る
駐
車
場
は
那
覇
空

港
、
宮
古
空
港
、
新
石
垣
空
港

の
み
で
あ
る
。

　

那
覇
空
港
で
は
、
駐
車
場
入

庫
後
30
分
以
内
の
出
庫
は
無
料

と
す
る
無
料
時
間
を
設
定
し
て

お
り
、
空
港
利
用
者
の
送
迎
等

の
一
時
利
用
の
負
担
軽
減
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
沖
縄
県
内

に
お
い
て
、
空
港
の
中
心
的
な

利
用
者
で
あ
る
、
地
元
住
民
の

宮
古
島
市
民
・
石
垣
市
民
は
他

の
地
域
の
沖
縄
県
民
と
比
べ
て

過
度
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
石
垣
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の
混
雑
を

引
き
起
こ
す
一
因
と
も
な
っ
て

お
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の

道
路
は
降
車
専
用
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駐
車
場

が
有
料
で
あ
る
た
め
、
負
担
を

抑
え
る
た
め
に
当
該
道
路
で
送

迎
の
乗
車
が
行
わ
れ
て
お
り
二

重
駐
停
車
が
発
生
す
る
な
ど
し
、

交
通
事
故
の
危
険
性
が
常
に
あ

る
状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
県
内

に
お
い
て
石
垣
市
民
へ
の
不
公

平
の
解
消
と
利
便
性
向
上
及
び

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
道
路
の
安

全
性
確
保
の
た
め
に
も
、
那
覇

空
港
同
様
に
新
石
垣
空
港
駐
車

場
利
用
の
無
料
時
間
の
速
や
か

な
設
定
を
強
く
求
め
る
。

〇
提
出
先

　

沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議

　

長
、
地
元
選
出
県
議
会
議
員

石
垣
港
へ
のC

IQ

タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
整
備
の
予
算
措

置
を
求
め
る
意
見
書

石
垣
港
へ
のC

IQ

タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
整
備
の
予
算
措

置
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年

港
湾
法
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ

れ
て
い
る
石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
全
国
５
位
、

過
去
最
高
と
な
る
１
４
８
回
を

記
録
し
、
入
域
者
数
は
36
万
５

８
３
人
、
観
光
消
費
額
は
約
79

億
円
に
上
り
、
国
際
観
光
都
市

を
標
榜
す
る
本
市
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の
ク
ル
ー

ズ
船
観
光
の
重
要
性
は
増
し
て

い
ま
す
。

　

石
垣
港
へ
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
は
主
に
、
新
港
地
区
の
岸

壁
に
着
岸
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

新
港
地
区
の
ク
ル
ー
ズ
船
バ
ー

ス
前
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の

上
屋
が
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
様
の

C
I
Q

（
税
関
・
出

入
国
管
理
・
検
疫
）
手
続
き
を

行
う
際
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
内

で
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
日

本
で
は
じ
め
て
受
け
る
「
お
も

て
な
し
」
の
観
点
か
ら
も
受
入

体
制
充
実
の
た
め
に
、
以
前
よ

り

C
I
Q

タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
同
施
設
の

整
備
に
向
け
、
沖
縄
県
と
の
調

整
の
上
、
事
業
費
を
令
和
４
年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
政
府

予
算
に
お
い
て
、
同
交
付
金
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
あ
お
り
を

う
け
、
利
用
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
予
算
確
保
の
目
処
が
た

た
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
そ
の
他
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
な
く
、
事
業

規
模
10
億
円
を
越
す
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
財
源
に
乏
し
い
本

市
に
お
い
て
単
独
事
業
で
の
予

算
確
保
は
限
界
が
あ
り
、
現
実

的
で
は
な
い
た
め
、
同
施
設
整

提
出
者　

長
山　

家
康

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決
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